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私
た
ち
は
、
米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地

へ
の
移
転
後
も
厚
木
基
地
を
離
着
陸
す
る
航

空
機
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
・
２
０
１
９
年
の

厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
km
地
点
で
の
年
間
騒

音
測
定
回
数
（
70
㏈
以
上
の
騒
音
が
５
秒
以

上
の
継
続
音
）
は
、１
３
，７
６
４
回
と
な
り
、

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
騒
音
が
発
生
（
図

表
参
照
）
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
３
，
７
６
４
回
と
い
う
騒
音
測
定

回
数
は
、
２
０
１
８
年
３
月
末
に
艦
載
機
の

移
転
が
完
了
し
た
後
、
は
じ
め
て
年
間
を
通

し
て
の
騒
音
測
定
回
数
で
あ
り
ま
す
。

　
艦
載
機
の
移
転
直
後
は
、
騒
音
測
定
回
数

の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
艦

載
機
移
転
後
の
翌
年
・
２
０
１
９
年
の
騒
音

測
定
回
数
を
見
ま
す
と
、
騒
音
の
減
少
傾
向

は
微
減
に
留
ま
っ
て
い
る
（
図
表
参
照
）
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
騒
音
が
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
基
地
で
は
こ
れ
か

ら
も
年
間
１
４
，
０
０
０
回
前
後
の
騒
音
が

発
生
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
艦
載
機
の
移
転
後
も

こ
の
よ
う
な
騒
音
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と

は
、
移
転
に
よ
っ
て
静

か
に
な
っ
た
と
言
え
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
基
地
周
辺
住
民
は
、

「
神
奈
川
県
生
活
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
住
居
専
用
地
域
で

の
騒
音
許
容
限
度
と
さ

れ
る
50
㏈
を
は
る
か
に

超
え
る
違
法
な
騒
音
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
違
法
騒
音
を
解
消
さ
せ
、
静
か
な
空
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
引
き
続
き
米
軍
機
・
自
衛

隊
機
の
哨
戒
機
や
輸
送
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

機
な
ど
の
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
　（
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

　
昨
年
12
月
14
日
の
町
田
集
会
は
、
町
田
市

最
北
部
・
小
山
地
区
に
お
け
る
騒
音
問
題
と

４
年
前
（
２
０
１
５
年
）
の
相
模
補
給
敞
の

火
災
事
故
を
ふ
ま
え
て
、
厚
木
爆
同
町
田
支

部
と
し
て
、
相
模
補
給
敞
へ
の
ミ
サ
イ
ル
司

令
部
の
新
設
（
移
駐
）
と
高
高
度
防
衛
ミ
サ

イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の
攻
撃
部
隊
に
反
対

を
求
め
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
、
神
奈
川
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ユ
ニ

オ
ン
の
高
久
保
委
員
長
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
プ

座
間
で
定
例
デ
モ
や
座
り
込
み
を
粘
り
強
く

続
け
る
皆
さ
ん
に
も
結
集
を
い
た
だ
き
、
ミ

サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
住
民
連
絡
会
事

務
局
長
・
清
水
早
子
さ
ん
と
立
川
自
衛
隊
監

視
テ
ン
ト
村
・
大
西
一
平
さ
ん
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇                          

　
２
０
１
８
年
９
月
28
日
、
ハ
ワ
イ
駐
留
の

第
38
防
空
砲
兵
旅
団
司
令
部
が
相
模
補
給
敞

に
突
然
新
設（
移
駐
）す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

新
司
令
部
に
つ
い
て
、ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ル
オ
ン

在
日
米
陸
軍
司
令
官
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。

　
①
　
沖
縄
・
嘉
手
納
基
地
の
地
対
空
誘
導

弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）の
運
用
部
隊
、

②「
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
」
を
運
用
す
る
車
力

通
信
所
（
青
森
県
）、③
経
ヶ
岬
（
き
ょ
う
が

み
さ
き
）
通
信
所
（
京
都
府
）
の
３
部
隊
の

指
揮
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
④
　
米
国
に
軍
事
植
民
地
と
さ
れ
た
グ
ア

ム
に
設
置
さ
れ
た
、
最
新
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
「
高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ｄ
）〔
サ
ー
ド
〕」
部
隊
も
同
司
令
部
の

指
揮
下
に
入
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
05
年
の
米
軍
再
編
計
画
に
と
も
な
っ
て
08

年
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
米
陸
軍
第
１
軍
団
司

令
部
が
発
足
。
13
年
に
は
中
央
即
応
集
団
司

令
部〔
水
陸
機
動
団
〕が
、朝
霞
基
地（
埼
玉
県
）

か
ら
移
転
し
、
在
日
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ
座
間

に
併
設
さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
分
屯
地
（
71
年

共
同
使
用
開
始
）
に
新
た
な
庁
舎
・
隊
舎
が

建
て
て
自
衛
隊
駐
屯
地
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
（
18
年
）
春
、
陸
上
自
衛
隊
総
体

司
令
部
（
朝
霞
）
が
発
足
す
る
と
、
中
央
即

応
集
団
司
令
部
も
、
陸
上
自
衛
隊
総
体
司
令

部
に
統
合
さ
れ
、
座
間
駐
屯
地
に
は
「
陸
上

自
衛
隊
総
体
司
令
部
・
日
米
共
同
部
」が
残
り
、

米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
と
庁
舎
を
共
同
使

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
外
国

派
兵
部
隊
が
米
軍
の
指
揮
を
受
け
る
形
が
作

会
員
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま

す
。
厚
木
爆
同
と
の
関
わ
り
、
厚
木

基
地
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⎝⎛

⎠⎞

　
10
月
の
綾
瀬
支
部
会
議
だ
っ
た
ろ

う
か
。
戦
時
中
の
防
空
壕
の
話
を

伺
っ
た
。

　
泣
き
止
ま
ぬ
赤
ん
坊
を
抱
い
た
母

親
が
「
壕
か
ら
出
て
い
け
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。
も
し
、
そ
こ
に
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、
生
き
た
心
地
が

し
た
だ
ろ
う
か
⁉
　
”
優
し
さ“
と
か

”思
い
や
り“
な
ど
と
い
う
セ
リ
フ

は
、
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る

言
葉
だ
。

　
今
の
概
ね
平
和
な
日
本
社
会
も
、
元

か
ら
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
戦
争
で
犠

牲
に
な
っ
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
流
し

た
血
と
涙
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
だ

け
で
も
な
い
。
久
遠
の
平
和
を
希
求
す

る
大
勢
の
人
た
ち
の
平
和
運
動
が
あ
っ

て
こ
そ
の
話
だ
。

　
私
は
厚
木
爆
同
が
結
成
さ
れ
た
年
に

生
ま
れ
た
。
次
の
世
代
に
先
人
た
ち
の

平
和
へ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
世
代
だ
。
空
か
ら
の
爆
音

　
前
号
に
引
き
続
き
、
昨
年
11
月
30
日

に
行
わ
れ
た
学
習
会
の
報
告
を
し
ま

す
。
今
号
で
は
、
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
「
日
米
地
位
協
定
の
課
題
と

他
国
の
地
位
協
定
比
較
」
に
つ
い
て
で

す
。

　
日
米
地
位
協
定
は
米
軍
の
地
位
だ
け

で
な
く
、
施
設
・
区
域
の
提
供
に
つ
い

て
も
規
定
す
る
も
の
で
、
施
設
・
区
域

の
提
供
と
駐
留
米
軍
の
地
位
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
施
設
・
区
域
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
無
制
約
な
提
供
条
件
や
手
続
き

の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
地
元

の
地
方
自
治
体
と
国
家
意
思
の
対
立
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
辺

野
古
基
地
建
設
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
次
に
、
基
地
内
に
日
本
法
令
が
適
用

さ
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
政
府
や
自
治
体
の
関
係
者
が
基
地

内
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
基

地
内
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染
・
破
壊
に

対
応
で
き
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
・
区
域
外
の
訓
練
に
つ

い
て
は
、
地
位
協
定
上
の
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
根
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
米
軍
訓
練
空
域
や
管
制
空
域
の
承

　
厚
木
爆
同
と
第
五
次
原
告
団
が
共
同

し
て
、
航
空
機
の
目
視
調
査
を
10
月
28

日
か
ら
５
日
間
行
い
、
厚
木
基
地
滑
走

路
の
両
端
で
飛
行
回
数
、
総
音
量
、
機

種
、飛
行
方
向
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
国
や
自
治
体
は
、
岩
国
移
駐
後
騒
音

が
減
っ
た
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
確
か

に
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、

１
０
０
㏈
以
上
の
艦
載
機
の
爆
音
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
も
目
視
調
査
で
は
、
早
朝
や

深
夜
の
自
衛
隊
機
の
定
期
飛
行
を
始

め
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
ー
１
な
ど
の

離
着
陸
訓
練
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
も
今
ま
で
の
コ
ー
ス
上
で
は

な
い
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
低
空
を
飛
ぶ

と
い
う
実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
騒
音
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。
解
消

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
森
　
謙
治
）

　
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
昨
年
12
月
21

日
、
綾
瀬
支
部
で
は
爆
音
訴
訟
原
告
団

綾
瀬
支
部
と
合
同
で
支
部
交
流
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
開
催
。
会
員
が
利
用
し
て
い

る
市
内
吉
岡
東
の
畑
に
あ
る
会
場
に
16

人
が
参
加
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
越
川
好
昭
）

を
止
め
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
運
動

の
原
点
に
あ
る
”
反
戦
平
和
の
志“

を
改
め
て
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
来
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
ん
な
事
を
痛
感
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
、
支
部
会

議
の
お
話
で
し
た
。

　
　
　
　（
綾
瀬
支
部
　
岡
　
徳
行
）

（
厚
木
爆
同
会
員
の
声
） 　

私
た
ち
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
制
度
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
の
音
が
か

き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
爆
音
の
解
消
に
む
け
た
活
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
爆
音
被
害
地
域
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者
で
あ
る
国
が
全

額
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
、
会
員
一
人
ひ
と

り
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
の
全
額
助
成
に
む
け
受
信
料
の
不
払
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
先
日
、
会
員
の
皆
様
に
お
届
け

し
ま
し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
問
答
集
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認
を
行
い
、
施
設
・
区
域
外
の
活
動
を

是
認
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
横
田
ラ
プ
コ
ン
問
題
、
米
軍

空
域
の
設
定
や
自
衛
隊
訓
練
空
域
の
米

軍
使
用
問
題
な
ど
が
あ
り
、
日
本
の
主

権
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
位
協
定
の
実
態
は
日

本
だ
け
の
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
で
は
、
基
地
内
立
ち
入
り
も
国
内
法

の
適
用
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
軍
に
対
し
て
国
内
法
が
適
用
で
き

る
よ
う
な
抜
本
改
定
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
森
　
謙
治
） の

攻
撃
部
隊
は
、
憲
法
九
条
の
破
壊
で
す
。

　
　
　       

　（
町
田
支
部
長
　
山
本
健
治
）

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
詳
し
く
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
と
一
体

化
し
た
相
模
補
給
敞
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
18
年
末
に
改
定

さ
れ
た
『
中
期
防
衛
計
画
の
大
綱
』
が
う
ち

出
し
た
電
磁
波
を
扱
う
電
子
戦
専
門
部
隊
の

新
設
に
関
係
し
て
、『
産
経
新
聞
』
は
、
次
の

よ
う
に
報
道
し
て
い
ま
す
。

　「
専
門
部
隊
は
、
全
国
の
部
隊
を
指
揮
す
る

陸
上
総
体
〔
朝
霞
基
地
〕
の
傘
下
に
置
く
見

通
し
。
離
島
防
衛
・
奪
還
で
は
水
陸
機
動
団

が
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
や
水
陸
両
用

車
で
敵
を
排
除
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
専
門

部
隊
と
の
連
携
が
重
要
に
な
る
」（
19
年
８
月

20
日
）。〔 

〕
内
は
引
用
者
。

　
米
軍
ミ
サ
イ
ル
司
令
部
の
相
模
補
給
敞
新

設
（
移
駐
）
に
反
対
し
ま
す
。

　―

高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）

国
内
法
が
適
用
で
き
る

        

日
米
地
位
協
定
に

厚木爆同学習会

綾
瀬
支
部

  

交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
開
催

綾
瀬
支
部

  

交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
開
催

Ｐ
ー
１
な
ど
は
離
着
陸
訓
練
、

　
　
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
低
空
飛
行

目
視
調
査
を
実
施

町
田
支
部
集
会

基
地
強
化
に

  

反
対
す
る
講
演

基
地
強
化
に

  

反
対
す
る
講
演

12・1412・14

年
間
騒
音 

１
３
，７
６
４
回

年
間
騒
音 

１
３
，７
６
４
回

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
違
法
騒
音

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
違
法
騒
音

活
用
し
て
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
問
答
集

綾瀬支部交流バーベキュー

自衛隊の哨戒機P-1の低空飛行の騒音は大きい

厚木爆同学習会

日米のヘリコプターも頻繁に飛んでいる

12･14 町田集会

●厚木基地 北１km地点 月別騒音測定回数の推移

●年間騒音測定回数の減少率

●厚木基地の年間騒音測定回数の推移

◆70㏈以上の騒音が5秒以上継続したものを1回

％

◆測定回数は大和市基地対策課の資料より
年

2016 年
2017 年
2018 年
2019 年

年
北１km
北３km
  南 500ｍ

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000
0

2016年

25,934

22,181

14,500 12,52112,521

19,549

22,561

17,038

15,158

8,699 8,024

13,764

16,068

2017年
艦載機移転８月開始 艦載機移転３月完了

2018年 2019年

1 月

17╱16 18╱17 19╱16 19╱17 19╱18

1,754 
1,596 
1,286 
1,079 

12
14
13

22
31
24

40
45
38

30
36
29

9
8
6

2,366 
1,781 
1,430 
1,254 

2,142 
2,087 
1,307 
1,421 

2,442 
2,429 
1,461 
1,601 

2,726 
2,734 
1,725 
1,434 

1,551 
1,423 
1,188 
1,081 

1,130 
1,104 
1,096 
810 

2,153 
1,566 
1,159 
892 

1,415 
1,867 
945 
1,071 

1,194 
842 
1,359 
969 

1,251 
1,001 
1,217 
1,127 

2,057 
1,119 
985 
1,025 

22,181
19,549
15,158
13,764

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年間数

北１km
北３km
  南500ｍ
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60
周
年
記
念
特
集
、
今
回
は
第
一
次
か
ら

第
五
次
に
及
ぶ
爆
音
訴
訟
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
１
９
６
０
年
に
結
成
し
て
以

来
、
爆
音
の
解
消
を
求
め
て
地
元
行
政
や
議

会
、
国
な
ど
に
対
し
て
「
爆
音
と
飛
行
時
間

及
び
区
域
の
規
制
」
や
「
危
険
地
域
住
民
の

有
償
移
転
」
等
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
61
年
５
月
に
は
横
浜
地
方
法
務
局
と
神
奈

川
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
に
、
人
権
侵

犯
の
申
し
立
て
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

法
務
省
人
権
擁
護
局
は
64
年
５
月
に
「
騒
音

被
害
に
応
じ
て
一
定
の
基
準
を
設
け
、
そ
の

限
度
を
越
え
る
具
体
的
被
害
に
対
し
て
は
、

救
済
で
き
る
方
途
が
開
か
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
同
年
10
月
、
防

衛
施
設
庁
（
当
時
）
に
通
知
し
ま
し
た
が
、

国
の
関
係
機
関
は
そ
の
後
も
救
済
策
を
と
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
請
願
し
て
も
、
陳
情
し
て
も
、
要
望
し
て

も
、
結
果
的
に
は
対
応
さ
れ
な
い
ま
ま
に
切

り
捨
て
」
ら
れ
て
き
た
状
態
が
続
く
中
、
74

年
２
月
、
大
阪
国
際
空
港
公
害
訴
訟
一
審
判

決
で
、
午
後
９
時
か
ら
翌
日
早
朝
の
飛
行
の

一
部
差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
75
年

２
月
に
は
、
大
阪
高
裁
判
決
で
「
午
後
９
時

か
ら
午
前
７
時
ま
で
の
飛
行
差
し
止
め
」
と

「
過
去
分
と
将
来
分
の
損
害
賠
償
」
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
状
況
を
見
て
76
年
９
月
、
厚
木

爆
同
は
国
を
相
手
に
「
爆
音
の
な
い
静
か
な

空
を
取
り
戻
そ
う
」
と
、「
駆
け
込
み
寺
の
つ

も
り
で
司
法
に
救
い
を
求
め
」
て
、
横
浜
地

裁
提
訴
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
裁
判
所
で
は
国
に
対
し
て
損
害

賠
償
命
令
は
出
る
も
の
の
、
将
来
分
の
損
害

賠
償
請
求
は
却
下
。
飛
行
差
し
止
め
は
門
前

払
い
で
、
審
議
が
さ
れ
な
い
状
況
が
第
４
次

訴
訟
ま
で
続
き
ま
し
た
。
将
来
請
求
と
飛
行

差
し
止
め
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
現
在
の
第

五
次
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
第
一
次
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
中
の
84
年

10
月
、
第
一
次
訴
訟
を
支
援
す
る
た
め
に
第

二
次
訴
訟
（
笠
間
繁
雄
団
長
か
ら
池
田
能
克

団
長
に
途
中
交
替
）
を
提
訴
し
ま
し
た
。
原

告
団
は
厚
木
爆
同
会
員
に
限
り
ま
し
た
が
、

地
域
的
に
は
基
地
周
辺
６
市
に
広
が
り
、
１

６
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
訴
訟
は
第
一
次
と

同
じ
内
容
。

　
92
年
横
浜
地
裁
の
判
決
は
、
提
訴
の
３
年

前
か
ら
結
審
ま
で
の
過
去
の
爆
音
被
害
に
対

し
て
Ｗ
値
80
以
上
に
住
む
原
告
に
対
し
て
は

損
害
賠
償
を
認
め
ま
し
た
。
し
か
し
、Ｗ
値
80

未
満
の
地
域
に
住
む
原
告
は
損
害
賠
償
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
原
告
被
告
双
方
と

も
判
決
を
不
服
と
し
て
東
京
高
裁
に
控
訴
。

　
99
年
７
月
、
東
京
高
裁
判
決
が
出
ま
し
た
。

飛
行
差
し
止
め
請
求
で
は
、
自
衛
隊
機
に
つ

い
て
は
「
民
事
請
求
は
認
め
な
い
」、
米
軍
機

　
第
一
次
訴
訟
（
鈴
木
保
団
長
）
は
76
年
９

月
８
日
、
原
告
92
名
で
横
浜
地
裁
に
提
訴
。

原
告
は
す
べ
て
、
大
和
市
内
の
厚
木
爆
同
会

員
で
し
た
。

　
27
回
の
公
判
を
経
て
82
年
10
月
20
日
、
横

浜
地
裁
は
判
決
を
出
し
ま
し
た
。
飛
行
差
し

止
め
請
求
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
機
、
米
軍
機

共
に
「
民
事
訴
訟
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う

理
由
で
却
下
。
将
来
分
損
害
賠
償
請
求
も
却

下
。
過
去
分
損
害
賠
償
請
求
の
み
を
認
め
た

内
容
で
、
原
告
団
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
11

月
２
日
、
東
京
高
裁
に
控
訴
。

　
裁
判
長
以
下
の
裁
判
官
が
現
地
検
証
で
爆

音
を
実
体
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
審
判
決

よ
り
進
ん
だ
判
決
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
86

　
第
三
次
訴
訟
（
真
屋
求
団
長
）
で
は
原
告

数
を
増
や
し
て
国
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
、

運
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
厚
木
爆
同
会
員
だ
け
で
取
り
組
ん
で
い
た

原
告
を
一
般
市
民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、

一
世
帯
一
原
告
の
制
限
も
外
し
た
結
果
、
５

０
４
７
名
と
い
う
大
き
な
原
告
数
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
厚
木
爆
同
と
は
別
に
、
初

め
て
原
告
団
と
い
う
団
体
を
組
織
し
ま
し
た
。

　
訴
訟
の
請
求
内
容
で
は
激
し
い
議
論
を
経

年
４
月
９
日
に
出
た
判
決
は
、
過
去
分
損
害

賠
償
請
求
を
も
取
り
消
す
不
当
判
決
で
し
た
。

原
告
団
は
４
月
23
日
、
最
高
裁
に
上
告
し
、

審
議
を
求
め
ま
し
た
。

　
93
年
２
月
25
日
に
出
た
最
高
裁
判
決
は
、

飛
行
差
し
止
め
請
求
と
将
来
分
損
害
賠
償
請

求
は
棄
却
。
過
去
分
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却

し
た
部
分
に
つ
い
て
は
高
裁
差
し
戻
し
と
す

る
も
の
で
し
た
。

　
95
年
12
月
26
日
、
東
京
高
裁
差
し
戻
し
審

判
決
で
、Ｗ
値
80
以
上
の
地
域
に
住
む
原
告
に

対
し
て
、
過
去
分
損
害
賠
償
支
払
い
が
国
に

命
じ
ら
れ
、
第
一
次
訴
訟
は
19
年
間
の
闘
い

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
第
四
次
訴
訟
（
藤
田
栄
治
団
長
か
ら
金
子

豊
貴
男
団
長
に
途
中
交
代
）
は
、「
飛
行
差
し

止
め
」
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
米
軍
機

と
自
衛
隊
機
の
飛
行
差
し
止
め
に
関
し
て
従

来
の
民
事
訴
訟
だ
け
で
な
く
、
行
政
訴
訟
も

提
起
し
ま
し
た
。
原
告
数
は
、
最
終
的
に
７

０
５
４
名
と
な
り
、
基
地
騒
音
訴
訟
の
原
告

と
し
て
は
過
去
最
高
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
裁
判
決
で
は
損
害
賠
償
額
の
増
額
を
認

め
る
だ
け
で
な
く
、
自
衛
隊
機
の
夜
間
差
し

止
め
を
命
ず
る
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
後
の
高
裁
判
決
で
も
自
衛
隊
機
の
夜
間
飛

行
差
し
止
め
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
損
害
賠

償
に
つ
い
て
将
来
請
求
を
認
め
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、最
高
裁
は「
自
衛
隊
の
公
共
性
」

を
口
実
と
し
て
こ
れ
ら
の
判
決
を
覆
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
第
四
次
訴
訟
で
も
高
裁
判
決
で
出
た
自
衛

隊
機
の
飛
行
差
し
止
め
を
最
高
裁
が
覆
し
、

飛
行
差
し
止
め
も
相
変
わ
ら
ず
門
前
払
い
に

な
っ
た
た
め
、第
五
次
訴
訟（
大
波
修
二
団
長
）

を
提
訴
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
第
五
次
訴
訟
で
は
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア

の
例
を
出
し
て
、
飛
行
差
し
止
め
を
門
前
払

い
す
る
司
法
の
あ
り
方
変
え
る
よ
う
に
迫
っ

て
い
ま
す
。
原
告
数
は
８
０
１
５
名
と
、
厚

木
基
地
爆
音
訴
訟
で
は
過
去
最
大
に
な
り
ま

し
た
。

　
福
田
護
弁
護
団
長
は
、
第
１
回
口
頭
弁
論

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。『（
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
）
各
国
と
も
、
駐
留
す
る
他
国
軍

隊
に
対
し
て
も
自
国
の
主
権
を
確
保
す
る
努

力
を
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

日
本
に
お
い
て
も
、「
米
軍
の
や
る
こ
と
に
は

何
も
言
え
な
い
」「
国
の
支
配
が
及
ば
な
い
」

な
ど
と
米
軍
の
権
限
や
活
動
を
最
優
先
し
、

そ
の
犠
牲
を
国
民
に
押
し
つ
け
る
あ
り
方
は

根
本
的
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
れ
を
是
認
し
て
き
た
司
法
の
あ
り

方
も
、
根
本
的
に
変
更
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
』。

　
こ
れ
ま
で
激
し
い
爆
音
を
ま
き
散
ら
し
て

い
た
米
軍
艦
載
機
は
17
年
３
月
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
を
残
し
て
岩
国
に
移
駐
。
そ
の
後
、

大
き
な
爆
音
は
減
少
し
ま
し
た
が
自
衛
隊
機

の
爆
音
も
あ
り
、
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
爆
音

は
２
割
強
し
か
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
爆
音
解
消
の
運
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　※

Ｗ
値
　
航
空
機
に
よ
る
騒
音
の
評
価
指

標
の
一
つ
。Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
う
る
さ
さ
指
数

と
も
呼
ば
れ
る
。

て
、
飛
行
差
し
止
め
を
外
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
飛
行
差
し
止
め
を
求
め
て
も
司

法
的
救
済
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が
少
な
い
の

で
、
原
告
数
を
増
や
し
て
損
害
賠
償
額
を
上

げ
、
騒
音
被
害
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
方
が
よ
り
現
実
的

な
爆
音
解
消
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
厚
木
爆
同
内
で

反
発
が
強
か
っ
た
た
め
結
局
、
口
頭
弁
論
で

必
ず
飛
行
差
し
止
め
に
触
れ
る
こ
と
を
条
件

に
、
損
害
賠
償
請
求
だ
け
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
訴
訟
の
結
果
は
、
２
０
０
３
年
に
東
京
高

裁
で
損
害
賠
償
の
対
象
地
域
を
Ｗ
値
75
以
上

の
地
域
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ｗ
値
80
以
上

か
ら
拡
大
し
た
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
危

険
へ
の
接
近
論
」
を
理
由
と
し
た
賠
償
額
の

減
額
は
さ
せ
な
い
こ
と
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
原
告
団
は
こ
の
判
決
を
積
極
的
に
支
持
し

て
最
高
裁
に
上
告
を
し
な
い
方
針
を
決
定
し
、

国
も
上
告
し
な
か
っ
た
た
め
、
第
三
次
訴
訟

は
高
裁
判
決
で
終
了
し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
は
「
運
航
を
日
本
政
府
が
制
限
で

き
る
よ
う
な
条
約
や
法
律
は
存
在
し
な
い
。

支
配
の
及
ば
な
い
第
三
者
に
対
す
る
請
求
は

そ
れ
自
体
が
失
当
」（
第
三
者
行
為
論
）
と
し

て
却
下
。

　
損
害
賠
償
で
は
、
過
去
分
は
出
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
73
年
に
横
須
賀
に
空
母
が
入
港

し
た
後
、
爆
音
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
の
で
、

74
年
以
降
に
居
住
し
た
原
告
に
つ
い
て
は
、

「
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
は
ず
」

（
危
険
へ
の
接
近
論
）
と
し
て
、
損
害
賠
償
額

を
一
部
減
額
す
る
と
い
う
、
後
退
し
た
新
た

な
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
告
団
は
、
危
険
へ
の
接
近
論
が
最
高
裁

で
も
確
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
継
続
中
の
第
三

次
訴
訟
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
上
告
を
断
念
。
国
も
上
告
し
な
か
っ
た

た
め
、
第
二
次
訴
訟
は
高
裁
判
決
で
確
定
し

ま
し
た
。

結成6 0年の闘いの歴史結成6 0年の闘いの歴史
静かな空を 爆音と危険をなくす！静かな空を 爆音と危険をなくす！ １

９
７
６
年
、駆
け
込
み
寺
の

　
　
つ
も
り
で
訴
訟
に
踏
み
切
る

１
９
７
６
年
、駆
け
込
み
寺
の

　
　
つ
も
り
で
訴
訟
に
踏
み
切
る

第 2 回

危
険
へ
の
接
近
論
が
出
た
　
第
二
次
訴
訟

危
険
へ
の
接
近
論
が
出
た
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次
訴
訟

１
９
８
４
年
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〜
１
９
９
９
年
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１
９
８
４
年
1 0
月
〜
１
９
９
９
年
７
月

司
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の
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り
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に
迫
る
　
第
五
次
訴
訟

司
法
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り
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に
迫
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第
五
次
訴
訟

２
０
１
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年
８
月
〜
　

２
０
１
７
年
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〜
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衛
隊
機
の
飛
行
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判
決
を
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し
た
最
高
裁

第
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次
訴
訟

自
衛
隊
機
の
飛
行
差
し
止
め
判
決
を
覆
し
た
最
高
裁

第
四
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訴
訟

２
０
０
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年
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月
〜
２
０
１
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年
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月

２
０
０
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年
1 2
月
〜
２
０
１
６
年
1 2
月

１
９
９
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年
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月
〜
２
０
０
６
年
７
月

１
９
９
７
年
1 2
月
〜
２
０
０
６
年
７
月

損
害
賠
償
を
勝
ち
取
っ
た
　
第
一
次
訴
訟

損
害
賠
償
を
勝
ち
取
っ
た
　
第
一
次
訴
訟

１
９
７
６
年
〜
１
９
９
５
年

１
９
７
６
年
〜
１
９
９
５
年

損
害
賠
償
地
域
を
75
ｗ
値
以
上
に
拡
大

第
三
次
訴
訟

損
害
賠
償
地
域
を
75
ｗ
値
以
上
に
拡
大

第
三
次
訴
訟

特集

被害地域の拡大を勝ち取った第三次訴訟

NLPの現場検証を行う第三次訴訟 地裁、高裁では自衛隊機の飛行差し止め判決を勝ち取る

横浜地裁に向かう第五次訴訟原告団 東京高等裁判所に向かう第二次訴訟原告団

横浜地方裁判所に向かう第一次訴訟原告団
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私
た
ち
は
、
米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地

へ
の
移
転
後
も
厚
木
基
地
を
離
着
陸
す
る
航

空
機
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
・
２
０
１
９
年
の

厚
木
基
地
滑
走
路
北
１
km
地
点
で
の
年
間
騒

音
測
定
回
数
（
70
㏈
以
上
の
騒
音
が
５
秒
以

上
の
継
続
音
）
は
、１
３
，７
６
４
回
と
な
り
、

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
騒
音
が
発
生
（
図

表
参
照
）
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
３
，
７
６
４
回
と
い
う
騒
音
測
定

回
数
は
、
２
０
１
８
年
３
月
末
に
艦
載
機
の

移
転
が
完
了
し
た
後
、
は
じ
め
て
年
間
を
通

し
て
の
騒
音
測
定
回
数
で
あ
り
ま
す
。

　
艦
載
機
の
移
転
直
後
は
、
騒
音
測
定
回
数

の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
艦

載
機
移
転
後
の
翌
年
・
２
０
１
９
年
の
騒
音

測
定
回
数
を
見
ま
す
と
、
騒
音
の
減
少
傾
向

は
微
減
に
留
ま
っ
て
い
る
（
図
表
参
照
）
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
騒
音
が
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
厚
木
基
地
で
は
こ
れ
か

ら
も
年
間
１
４
，
０
０
０
回
前
後
の
騒
音
が

発
生
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
艦
載
機
の
移
転
後
も

こ
の
よ
う
な
騒
音
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と

は
、
移
転
に
よ
っ
て
静

か
に
な
っ
た
と
言
え
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
基
地
周
辺
住
民
は
、

「
神
奈
川
県
生
活
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
住
居
専
用
地
域
で

の
騒
音
許
容
限
度
と
さ

れ
る
50
㏈
を
は
る
か
に

超
え
る
違
法
な
騒
音
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
違
法
騒
音
を
解
消
さ
せ
、
静
か
な
空
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
引
き
続
き
米
軍
機
・
自
衛

隊
機
の
哨
戒
機
や
輸
送
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

機
な
ど
の
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
　（
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

　
昨
年
12
月
14
日
の
町
田
集
会
は
、
町
田
市

最
北
部
・
小
山
地
区
に
お
け
る
騒
音
問
題
と

４
年
前
（
２
０
１
５
年
）
の
相
模
補
給
敞
の

火
災
事
故
を
ふ
ま
え
て
、
厚
木
爆
同
町
田
支

部
と
し
て
、
相
模
補
給
敞
へ
の
ミ
サ
イ
ル
司

令
部
の
新
設
（
移
駐
）
と
高
高
度
防
衛
ミ
サ

イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の
攻
撃
部
隊
に
反
対

を
求
め
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
、
神
奈
川
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ユ
ニ

オ
ン
の
高
久
保
委
員
長
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
プ

座
間
で
定
例
デ
モ
や
座
り
込
み
を
粘
り
強
く

続
け
る
皆
さ
ん
に
も
結
集
を
い
た
だ
き
、
ミ

サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
住
民
連
絡
会
事

務
局
長
・
清
水
早
子
さ
ん
と
立
川
自
衛
隊
監

視
テ
ン
ト
村
・
大
西
一
平
さ
ん
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇                          

　
２
０
１
８
年
９
月
28
日
、
ハ
ワ
イ
駐
留
の

第
38
防
空
砲
兵
旅
団
司
令
部
が
相
模
補
給
敞

に
突
然
新
設（
移
駐
）す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

新
司
令
部
に
つ
い
て
、ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ル
オ
ン

在
日
米
陸
軍
司
令
官
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。

　
①
　
沖
縄
・
嘉
手
納
基
地
の
地
対
空
誘
導

弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）の
運
用
部
隊
、

②「
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
」
を
運
用
す
る
車
力

通
信
所
（
青
森
県
）、③
経
ヶ
岬
（
き
ょ
う
が

み
さ
き
）
通
信
所
（
京
都
府
）
の
３
部
隊
の

指
揮
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
④
　
米
国
に
軍
事
植
民
地
と
さ
れ
た
グ
ア

ム
に
設
置
さ
れ
た
、
最
新
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
「
高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ｄ
）〔
サ
ー
ド
〕」
部
隊
も
同
司
令
部
の

指
揮
下
に
入
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
05
年
の
米
軍
再
編
計
画
に
と
も
な
っ
て
08

年
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
米
陸
軍
第
１
軍
団
司

令
部
が
発
足
。
13
年
に
は
中
央
即
応
集
団
司

令
部〔
水
陸
機
動
団
〕が
、朝
霞
基
地（
埼
玉
県
）

か
ら
移
転
し
、
在
日
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ
座
間

に
併
設
さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
分
屯
地
（
71
年

共
同
使
用
開
始
）
に
新
た
な
庁
舎
・
隊
舎
が

建
て
て
自
衛
隊
駐
屯
地
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
（
18
年
）
春
、
陸
上
自
衛
隊
総
体

司
令
部
（
朝
霞
）
が
発
足
す
る
と
、
中
央
即

応
集
団
司
令
部
も
、
陸
上
自
衛
隊
総
体
司
令

部
に
統
合
さ
れ
、
座
間
駐
屯
地
に
は
「
陸
上

自
衛
隊
総
体
司
令
部
・
日
米
共
同
部
」が
残
り
、

米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
と
庁
舎
を
共
同
使

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
外
国

派
兵
部
隊
が
米
軍
の
指
揮
を
受
け
る
形
が
作

会
員
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま

す
。
厚
木
爆
同
と
の
関
わ
り
、
厚
木

基
地
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⎝⎛

⎠⎞

　
10
月
の
綾
瀬
支
部
会
議
だ
っ
た
ろ

う
か
。
戦
時
中
の
防
空
壕
の
話
を

伺
っ
た
。

　
泣
き
止
ま
ぬ
赤
ん
坊
を
抱
い
た
母

親
が
「
壕
か
ら
出
て
い
け
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。
も
し
、
そ
こ
に
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、
生
き
た
心
地
が

し
た
だ
ろ
う
か
⁉
　
”
優
し
さ“
と
か

”思
い
や
り“
な
ど
と
い
う
セ
リ
フ

は
、
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る

言
葉
だ
。

　
今
の
概
ね
平
和
な
日
本
社
会
も
、
元

か
ら
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
戦
争
で
犠

牲
に
な
っ
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
流
し

た
血
と
涙
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
だ

け
で
も
な
い
。
久
遠
の
平
和
を
希
求
す

る
大
勢
の
人
た
ち
の
平
和
運
動
が
あ
っ

て
こ
そ
の
話
だ
。

　
私
は
厚
木
爆
同
が
結
成
さ
れ
た
年
に

生
ま
れ
た
。
次
の
世
代
に
先
人
た
ち
の

平
和
へ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
世
代
だ
。
空
か
ら
の
爆
音

　
前
号
に
引
き
続
き
、
昨
年
11
月
30
日

に
行
わ
れ
た
学
習
会
の
報
告
を
し
ま

す
。
今
号
で
は
、
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
「
日
米
地
位
協
定
の
課
題
と

他
国
の
地
位
協
定
比
較
」
に
つ
い
て
で

す
。

　
日
米
地
位
協
定
は
米
軍
の
地
位
だ
け

で
な
く
、
施
設
・
区
域
の
提
供
に
つ
い

て
も
規
定
す
る
も
の
で
、
施
設
・
区
域

の
提
供
と
駐
留
米
軍
の
地
位
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
施
設
・
区
域
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
無
制
約
な
提
供
条
件
や
手
続
き

の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
地
元

の
地
方
自
治
体
と
国
家
意
思
の
対
立
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
辺

野
古
基
地
建
設
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
次
に
、
基
地
内
に
日
本
法
令
が
適
用

さ
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
政
府
や
自
治
体
の
関
係
者
が
基
地

内
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
基

地
内
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染
・
破
壊
に

対
応
で
き
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
・
区
域
外
の
訓
練
に
つ

い
て
は
、
地
位
協
定
上
の
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
根
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
米
軍
訓
練
空
域
や
管
制
空
域
の
承

　
厚
木
爆
同
と
第
五
次
原
告
団
が
共
同

し
て
、
航
空
機
の
目
視
調
査
を
10
月
28

日
か
ら
５
日
間
行
い
、
厚
木
基
地
滑
走

路
の
両
端
で
飛
行
回
数
、
総
音
量
、
機

種
、飛
行
方
向
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
国
や
自
治
体
は
、
岩
国
移
駐
後
騒
音

が
減
っ
た
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
確
か

に
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、

１
０
０
㏈
以
上
の
艦
載
機
の
爆
音
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
も
目
視
調
査
で
は
、
早
朝
や

深
夜
の
自
衛
隊
機
の
定
期
飛
行
を
始

め
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
ー
１
な
ど
の

離
着
陸
訓
練
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
も
今
ま
で
の
コ
ー
ス
上
で
は

な
い
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
低
空
を
飛
ぶ

と
い
う
実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
騒
音
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。
解
消

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
森
　
謙
治
）

　
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
昨
年
12
月
21

日
、
綾
瀬
支
部
で
は
爆
音
訴
訟
原
告
団

綾
瀬
支
部
と
合
同
で
支
部
交
流
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
開
催
。
会
員
が
利
用
し
て
い

る
市
内
吉
岡
東
の
畑
に
あ
る
会
場
に
16

人
が
参
加
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
越
川
好
昭
）

を
止
め
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
運
動

の
原
点
に
あ
る
”
反
戦
平
和
の
志“

を
改
め
て
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
来
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
ん
な
事
を
痛
感
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
、
支
部
会

議
の
お
話
で
し
た
。

　
　
　
　（
綾
瀬
支
部
　
岡
　
徳
行
）

（
厚
木
爆
同
会
員
の
声
） 　

私
た
ち
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
制
度
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
の
音
が
か

き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
爆
音
の
解
消
に
む
け
た
活
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
爆
音
被
害
地
域
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
を
爆
音
の
加
害
者
で
あ
る
国
が
全

額
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
、
会
員
一
人
ひ
と

り
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
の
全
額
助
成
に
む
け
受
信
料
の
不
払
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
先
日
、
会
員
の
皆
様
に
お
届
け

し
ま
し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
問
答
集
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認
を
行
い
、
施
設
・
区
域
外
の
活
動
を

是
認
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
横
田
ラ
プ
コ
ン
問
題
、
米
軍

空
域
の
設
定
や
自
衛
隊
訓
練
空
域
の
米

軍
使
用
問
題
な
ど
が
あ
り
、
日
本
の
主

権
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
位
協
定
の
実
態
は
日

本
だ
け
の
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
で
は
、
基
地
内
立
ち
入
り
も
国
内
法

の
適
用
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
軍
に
対
し
て
国
内
法
が
適
用
で
き

る
よ
う
な
抜
本
改
定
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
森
　
謙
治
） の

攻
撃
部
隊
は
、
憲
法
九
条
の
破
壊
で
す
。

　
　
　       

　（
町
田
支
部
長
　
山
本
健
治
）

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
詳
し
く
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
と
一
体

化
し
た
相
模
補
給
敞
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
18
年
末
に
改
定

さ
れ
た
『
中
期
防
衛
計
画
の
大
綱
』
が
う
ち

出
し
た
電
磁
波
を
扱
う
電
子
戦
専
門
部
隊
の

新
設
に
関
係
し
て
、『
産
経
新
聞
』
は
、
次
の

よ
う
に
報
道
し
て
い
ま
す
。

　「
専
門
部
隊
は
、
全
国
の
部
隊
を
指
揮
す
る

陸
上
総
体
〔
朝
霞
基
地
〕
の
傘
下
に
置
く
見

通
し
。
離
島
防
衛
・
奪
還
で
は
水
陸
機
動
団

が
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
や
水
陸
両
用

車
で
敵
を
排
除
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
専
門

部
隊
と
の
連
携
が
重
要
に
な
る
」（
19
年
８
月

20
日
）。〔 

〕
内
は
引
用
者
。

　
米
軍
ミ
サ
イ
ル
司
令
部
の
相
模
補
給
敞
新

設
（
移
駐
）
に
反
対
し
ま
す
。

　―

高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）

国
内
法
が
適
用
で
き
る

        

日
米
地
位
協
定
に
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交
流
バ
ー
ベ
キ
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催

綾
瀬
支
部

  

交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
開
催

Ｐ
ー
１
な
ど
は
離
着
陸
訓
練
、

　
　
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
低
空
飛
行

目
視
調
査
を
実
施

町
田
支
部
集
会
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地
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地
強
化
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対
す
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講
演

12・1412・14

年
間
騒
音 

１
３
，７
６
４
回

年
間
騒
音 

１
３
，７
６
４
回

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
違
法
騒
音

月
１
，０
０
０
回
を
超
え
る
違
法
騒
音

活
用
し
て
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
問
答
集

綾瀬支部交流バーベキュー

自衛隊の哨戒機P-1の低空飛行の騒音は大きい

厚木爆同学習会

日米のヘリコプターも頻繁に飛んでいる

12･14 町田集会

●厚木基地 北１km地点 月別騒音測定回数の推移

●年間騒音測定回数の減少率

●厚木基地の年間騒音測定回数の推移

◆70㏈以上の騒音が5秒以上継続したものを1回

％

◆測定回数は大和市基地対策課の資料より
年

2016 年
2017 年
2018 年
2019 年

年
北１km
北３km
  南 500ｍ
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25,000
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2016年

25,934

22,181

14,500 12,52112,521

19,549

22,561

17,038

15,158

8,699 8,024

13,764

16,068

2017年
艦載機移転８月開始 艦載機移転３月完了

2018年 2019年

1 月

17╱16 18╱17 19╱16 19╱17 19╱18

1,754 
1,596 
1,286 
1,079 

12
14
13

22
31
24

40
45
38

30
36
29

9
8
6

2,366 
1,781 
1,430 
1,254 

2,142 
2,087 
1,307 
1,421 

2,442 
2,429 
1,461 
1,601 

2,726 
2,734 
1,725 
1,434 

1,551 
1,423 
1,188 
1,081 

1,130 
1,104 
1,096 
810 

2,153 
1,566 
1,159 
892 

1,415 
1,867 
945 
1,071 

1,194 
842 
1,359 
969 

1,251 
1,001 
1,217 
1,127 

2,057 
1,119 
985 
1,025 

22,181
19,549
15,158
13,764

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年間数

北１km
北３km
  南500ｍ


